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鬼瓦は本来、屋根の

先端に取り付ける瓦

のこと。鬼の形相を

した鬼面だけでなく

鬼の顔がない飾り瓦

も鬼瓦と呼ばれる。

本来は雨漏りを防ぐ

ための「役瓦」だが、

建物を飾り、邪気か

ら守る「守り神」としても大切にされて

きた。

中国から伝わり、奈良時代以降、寺院

はもちろん一般の建物にも使われるよ

うになったのは、そうした人々の切な

る願いがあったからこそだ。

主な仕事は長い年月の間に傷んでしまっ

た鬼瓦の修復。これまでに京都や滋賀

の重要文化財などの仕事に携わってきた。

修復のポイントは、まず指で触って作っ

た人の思いを感じとること。触れるこ

とでその鬼瓦がどこに重点を置いて作

られたものかはもちろん、それを作っ

た人の性格までもが伝わってくるとい

う。先人の思いや、時代に思いをめぐ

らせながら修復の方法を考える。

「鬼瓦は一つ一つ大きさや形が違うので、

何年やっても慣れることはなく、毎回

が真剣勝負です」。

高校卒業以来、大正時代創業の美濃邉

鬼瓦工房の３代目として家の

工房や京都で修業を積み技

術を身に付けてきた経験が

生きる。

鬼瓦づくりの難しさは、普通の瓦と違っ

て厚みが一定でない点にある。土台を

作って土を付けて成形、完全に乾燥さ

せた状態にしてから窯で焼くのだが、

水分の抜け方が部分ごとに異なる

ため、見極めが難しい。乾燥中の

瓦を１日１回は確認するなど目が

離せない。水分が抜けたかどうか

の判断は経験と勘だけが頼りにな

る。40年もの経験がある美濃邉さ

んでも、とても難しく感じている。

さらに陶器は焼き上がると縮み、

瓦では13％の縮みがあるので、完

成したときの大きさを考慮して図

面を引く必要もある。単純な意匠でな

い場合は特に気を遣う。

焼き物を左右するのは第１に土。次に窯。

腕は３番目だ。若いころは土の力に頼

り過ぎて、瓦にヒビが入った失敗もあ

るが、最近はいい土がなくなり、技術

で補わなければならないことが増えた。

「窯出しを終えて無事に焼き上がった

鬼瓦を見るまでは気が抜けません」。

鬼師の仕事の厳しさが伝わってきた。

こうして愛情を込めて作られた瓦があ

るからこそ、長い年月がたっても建物

が守られ、昔ながらの風景と人々の平

安を願う心が今に伝えられる。

最近では瓦屋根のある日本らしい風景

が減ってきた。

「日本人が忘れかけている文化を守り

伝えるのが私の役目。昔ながらの文化

を引き継いでいる職人がいることを知っ

てほしいですね」。

風景は目から入る心の栄養。美濃邉さ

んは、心の奥底に響く「昔ながら風景」

を後世に伝え続けたいと願っている。

（取材・澤井）
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